
3．事例紹介︓ リモートセンシング①

RGBカメラ

マルチスペクトルカメラ

ハイパースペクトルカメラ

■⼈の⽬で⾒れる光の波⻑帯（⾚・緑・⻘）
■波⻑帯は３バンド

■⼈の⽬で⾒れない光の波⻑帯（紫外・可視・⾚外）
■波⻑帯は10バンド

■⼈の⽬で⾒れない光の波⻑帯（紫外・可視・⾚外）
■波⻑帯は数百バンド。
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【 プラットホーム 】【 センサー 】
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 衛星のリモートセンシング技術を活用し、米品質の推定を
試みています。

 リモートセンシングによる計測値と、計測ほ場のサンプル
値を比較し、精度を確認していきます。

←水田の
衛星リモートセンシング画像

↑水田の
サンプリング調査
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3．事例紹介︓ リモートセンシング②



一般的なパイプハウスにおいて環境制御機器を用いた
ミニトマト実証栽培を行い、生産性向上・労力低減効果を
実証します。

結果は支所営農支援室と共有し、地域課題解決に向けた
提案につなげます。また、試験機関との共同研究とする
ことで、実証内容の充実、早期の普及を図ります。

実証ハウス外観

栽培状況
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3．事例紹介︓ ハウス環境制御



⽔稲と⽔管理機器①

◆水田センサー

■⽔管理作業は総労働時間の約３割（⼈⼒）
■複数品種、栽培方法により、⽔管理作業が複雑化
■1⼾当たりの作付⾯積の増加に伴う、分散農地の増加

◆自動給水装置

３．事例紹介︓
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⽔稲と⽔管理機器②

❶３機種117台で
実証試験。
（子機べース）

❷６割以上の農家
から⾒回り作業
が軽減できたと
の調査結果。

水田センサー

❶４機種72台で
実証試験。
（子機べース）

❷水管理作業で、
約80％の削減
ができたとの
調査結果。

自動給水装置
全道33JAで実証
（令和２年）

３．事例紹介︓
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酪農とスマート農業①

（省⼒化技術ガイドブック抜粋）

３．事例紹介︓
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（省⼒化技術ガイドブック抜粋）

３．事例紹介︓ 酪農とスマート農業②

訓子府実証農場では
分娩事故率が
13.3％から3.1％
へ改善
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営農情報誌AP（アグリポート）
https://www.hokuren.or.jp/kouho/ap/

４．スマート農業の情報発信 ①
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https://www.hokuren.or.jp/kouho/ap/


４．スマート農業の情報発信 ②
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４．スマート農業に関する研修
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 生産者を対象とした各種研修を開催しております。
 スマート農業に係る研修は、令和４年度から再開予定です。

生産者向け各種研修会（令和３年度）
 担い手向けWeb研修会（水稲） Web開催 令和4年2⽉〜
 担い手向けWeb研修会（⼩⻨） Web開催 令和4年2⽉〜
 担い手向けWeb研修会（大豆・⼩豆） Web開催 令和4年2⽉〜
 担い手向けWeb研修会（トマト・ミニトマト）① Web開催 令和3年4⽉〜
 担い手向けWeb研修会（トマト・ミニトマト）② Web開催 令和4年1⽉〜
 農業経営者育成研修（酪農生産者対象）① 本別 令和3年11⽉
 農業経営者育成研修（酪農生産者対象）② 札幌 令和4年1⽉
 畜産における労働安全Web研修会 Web開催 令和3年9⽉〜
 女性農業者スキルアップセミナー Web開催 令和3年12⽉
 コントラクター オペレーター研修会 恵庭 令和4年１⽉


